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１．はじめに
　９，10歳頃に発達上の節目ないしは転機があ
るとする考え方は，そもそも聴覚障害児教育の
分野で指摘されたものであった。かつて聾教育
においては，特に国語教育などの分野で９歳以
上のレベルの学習内容の獲得に困難を伴う子ど
もが多いことが指摘されており，そうした困難
性に対して「九歳の壁」という名称が用いられ
ることとなったようである。後には，一般的な
発達の節目としての重要性が指摘されるように
なり，1980年代には，発達や教育の分野で「９，
10歳の発達の節目」に関する議論がある程度活
発になされ，またこれを主要なテーマとした著
作もいくつか出版された（e.g., 加藤, 1987；秋
葉, 1989）。
　すでに20年前に一定の議論がなされたテーマ
を現時点で再度取り上げるのは，近年，特に自
閉症スペクトラム児において，９，10歳頃が，
発達上の重要な転換点になっているとの指摘
（e.g., 別府・野村 , 2005；Happé, 1995；杉山 , 
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2000；2005）を一つの契機としている。また，
筆者の個人的経験になるが，昨年度より高機能
自閉症やアスペルガー障害の子どもたちの療育
活動に関わる中で，そうした子どもたちの学齢
期後半における発達課題は何かという問題に直
面したことが，その問題に関連する近年の諸研
究に目を向けさせる動機づけとなったことも付
け加えておきたい。
　もう一つの契機は，ヴィゴツキー理論の核心
に位置づく二つの概念（「発達の最近接領域（最
近接発達の領域１））と「内言」）をめぐる中村
（2004）の著作に刺激を受けたことである。特に，
自覚性と随意性の獲得こそが，科学的概念の獲
得の発達的意義であるとする指摘は，学童期の
発達課題を考える上で，非常に重要であると思
われたのである。 
　この二つの契機から，学童期から思春期にか
けての時期にある，発達上の重要な転換点の問
題を，改めて認知発達上の重要な研究課題とし
て考え，整理を試みるというのが，本稿の課題
である。整理にあたっては，自閉症の発達に関
する知見，知能の心理測定的研究の知見，およ
び発達理論（ヴィゴツキー理論と田中による階
層-段階理論），という３つの側面から検討を進
めることとしたい。
２．自閉症と９，10歳頃の節目
　本節では，まず，自閉症と「心の理論」とが
どのように関連しているかという問題を切り込
み口として，９，10歳頃の発達の節目の問題を
考え始めたい。
　そもそも「心の理論」研究は，Premack and 
Woodruff （1978） によって問題提起がなされ，
「心の理論」を測定する誤信念課題が考案され
て以降，多くの実証的研究を生み出してきた
（Wimmer and Perner （1983）による「マクシ
課題」や、その変形である「サリーとアン課題」
（Baron-Cohen, Leslie, and Frith, 1985），ある
いは「スマーティ課題」（Hogrefe, Wimmer, 
and Perner, 1986）などがよく用いられてい
る；e.g., Mitchell, 1997）。そうした諸研究から，
誤信念課題に代表される「心の理論」を測定す
る課題に通過できるようになるのは，課題の難
易度などの要因によって多少の変動はあるもの
の，定型発達児では３歳から５歳頃であること
が， 明 ら か に さ れ て き た（e.g., Wellman, 
Cross, and Watson, 2001; Callaghan, Rochat, 
Lillard, Claux, Odden, Itakura, Tapanya, and 
Singh, 2005；なお，簡単なまとめとして竹内
（2007）参照）。
　それに対して自閉症児では，知能検査等で測
定される知的能力では，あまり遅れを示さない
者でも，「心の理論」獲得には困難を示すこと
が知られている。通常の発達においては，４歳
前後の時期にその基本的な機能が獲得される
「心の理論」であるが，自閉症者では，言語性
知能で見た精神年齢で平均９歳２カ月にならな
ければ「心の理論」を測定する課題である誤信
念課題に正解できるようにならないことを，
Happé （1995）は示した。
　では，自閉症者が言語的知能の精神年齢にお
いて９，10歳を超えると獲得できる「心の理論」
は健常者と同質のものであろうか。この点に関
し，別府・野村（2005）は，誤信念課題と言語
的理由づけを健常児と自閉症児の両者に対して
実施した結果から，健常児では，直感的に「心
の理論」が形成される時期があり，のちに言語
的理由づけが可能になるのに対し，自閉症者は，
直感的な「心の理論」を欠いたまま言語的理由
づけによる「心の理論」が形成されるというこ
とを示唆した。ちなみに，別府・野村（2005）は，
１）中村（2004）は，通例では「発達の最近接領域」
と訳されるところを，「最近接発達の領域」と訳し
ているが，本論文中では，混乱を避けるため，以
下では通例に従った名称を用いることとした。
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直感的な「心の理論」を，他者との間での身体
感覚を伴う感情経験の記憶に基づくものではな
いかと考察している。つまり，誤信念課題に対
して定型発達の幼児は，「登場人物はXが移動
されたところを見ていないから元の場所にある
と考えているはずだ」と表現されるような言語
論理的推論を発動することができなくとも，類
似の状況によって喚起された身体感覚を伴う記
憶から瞬時に適切な判断を下すと考えられるの
である。それに対して，高機能自閉症者は，言
語性の精神年齢で９，10歳に相当する言語論理
的な判断能力が獲得されて初めて誤信念課題に
正答しうるようになると解釈される。
　比較的知的能力の高い自閉症者は，10歳代に，
ある種の転機を迎えることが多いことは，症例
報告や自閉症者の自伝，あるいはいくつかの追
跡調査などから示唆されてきた（e.g., 追跡研究と
しては，Kanner and Eisenberg, 1956; Kobayashi, 
Murata, and Yoshinaga, 1992など，また，自伝
では，Shore, 2003など）２）。おそらくそうした
変化には，直感的レベルの能力に欠けるとして
も，言語論理的には他者の心的状態を推測でき
るようになることが，寄与しているであろうと
推測される（ただしそれだけではなく，感覚の
異常などもある程度軽快するなど年齢に伴う諸
変化もまた関与しているだろう）。
　10歳頃以降，具体的にはどのような変化が生
じるのだろうか。自閉症児に対する多くの臨床
経験を持つ杉山（2005）によれば，高機能自閉
症児は，小学校高学年になると「心の理論」を
獲得するようになるので，社会的なルールの理
解が進み，周囲の人々とのトラブルが激減する
一方，一部の子どもたちでは，ささいな働きか
けを過度に被害的に受け止めるようになりパニ
ックを起こしたり，過去の不快場面がフラッシ
ュバックして大騒ぎを引き起こすことがあると
のことである。
　このような指摘から，自閉症児における「心
の理論」の獲得が，社会的適応の面で，肯定的
な効果と否定的な効果の両面を持っていること
が伺える。肯定的な面は，他者の意図を推測で
きるようになることや社会的なルールを理解で
きるようになることで，周囲との無用のトラブ
ルが減少することである。それに対して否定的
な面は，他者理解が，直感的な基礎を持たない
ゆえに不完全であり，他者からの働きかけを読
み誤り，かえって周囲とのトラブルが増大する
可能性である。周囲の人間がどのような関係を
築こうとしているかによって，肯定否定のどち
らの面がより前面に出てくるかが変わってくる
だろう。
　治療教育という面からは，この時期の自閉症
者に獲得される「心の理論」の能力をどのよう
に捉えるかが，重要なポイントとなるだろう。
　一つのアプローチは，欠けた面を補うという
方向性である。つまり，直感的な基礎が不十分
なのであるから，他者との情緒的なつながりを
強め，他者への関心を高める活動を促すという
方向である。この点に関し別府（2007）は，情
動共有を含めた相互主観的経験を教育的に保障
することの重要性を強調している。
　具体的には，遊びの指導などの働きかけが有
効 で あ ろ う（e.g., Beyer and Gammeltoft, 
1998）。大人との間で，あるいは子ども同士で
遊びを組織化することによって，他者との間に
喜びの情動を共有する経験を持つことや，他者
の心的状態への気づきが促されることが期待さ
れ る。 ま た， 対 人 関 係 発 達 指 導 法（RDI: 
Relationship Development Intervention; 
２）ただし，自閉症者の自伝でもテンプル・グランデ
ィンのように，10代前半の中学生時代，「私の生活
はもっとも惨めだった」と述べ，10歳代が人との
関係の改善が進むよりもむしろ孤独感にさいなま
れた時期であったことを示唆するものもある
（Grandin and Scariano, 1986）。周囲の理解や配慮
によって，この時期が実り豊かになるか耐え難い
ものになるかが分かれると言えるかもしれない。
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Gutstein,  2000）のように，対人関係を共同注
意や情動共有といった基礎的なところから形成
していくことを位置づけた指導法なども，この
面での働きかけに重なる部分が多いように思わ
れる。
　もう一つは，新たに獲得された能力を梃子と
して，対人関係を広げて行く方向性である。言
語論理的な他者理解の能力を基礎としながら，
言葉による人とのつながりを強め深めていくこ
とが課題になる。たとえば，高機能自閉症者で
あるスティーブン・ショア氏は，その自伝の中
でカウンセリングの効用について，自分の内面
を整理して人に理解してもらうように語ること
が，他の人とのコミュニケーションにおけるト
ラブルを減じることに寄与したことを指摘して
いる（Shore, 2003, 邦訳 p.109）。言語論理的な
能力があっても，それを他者に理解できるよう
に整理することは，自閉症者にとっては困難が
あるが，カウンセリングにおける受容的な状況
設定は，余裕を持って表現を吟味する機会を与
えていたと言えるのではないだろうか。
　さて，ここまでの議論において，特に丁寧な
吟味をすることなく，言語論理的な他者理解の
能力という言葉を用いてきたが，それは，どの
ような能力として捉えられるものなのだろう
か。また，９，10歳頃に獲得される他の認知的
諸能力とはどのような関係にあるのだろうか。
以下では，知能の心理測定的研究との関連，お
よび発達理論との関連から，こうした問題につ
いて検討を行いたい。
３．知能の心理測定的研究と９，10歳
　生沢（1976）はビネー式知能検査及び京都児
童院式発達検査（K式発達検査の旧版に相当）
の結果を対象として潜在クラス分析という多変
量解析の統計技法を用いた分析を行い，おおよ
そ10，11歳頃に一つの発達上の質的転換点があ
ることを示唆する結果を得た。この質的転換点
を区切る指標としては，「実際的個別的智能測
定法」（いわゆる「鈴木ビネー知能検査」）に含
まれる，「球さがし」や「混乱文の整理」，「不
合理の発見」など８つの課題が指摘されている。
　生沢（1976）は，「これらの問題には，課題
として与えられた材料に内在する矛盾や混乱を
整理整頓して正解に達する作業が多い（p.166）」
と述べている。言い換えれば，こうした課題の
解決に必要なのは新たな秩序や枠組みを創造す
る知的機能である。年齢的には，９，10歳より
はやや後の時期にはなるが，知的能力の質的な
変化が，新たに秩序や枠組みを作る能力として
現れてくると言ってよいだろう。
　ちなみに，加藤（1987）は，９，10歳頃に発
揮されるようになる能力を，計画性の能力と捉
え，そうした能力が，子どもたちの遊びや手伝
いなどの日常生活の中での活動に活かされてい
くことの重要性を指摘している。
　計画性の機能は，多くの知能検査課題の解決
に際して多少なりとも関与しているものの，計
画性の能力それ自体は，知能検査においては必
ずしも直接的に測定されるものではなかった。
しかし近年，計画性それ自体を測定の対象とす
る課題を含んだ検査であるDN-CAS （Das-
Nagilieri Cognitive Assessment System）が日
本でも標準化された（ただし，「計画性」とい
う用語ではなく，「プランニング」という用語
が用いられている）。そこで次に，DN-CASを
取り上げ，その検査で測定されるプランニング
とはどのようなものかについて，９，10歳頃の
発達の節目と関連づけつつ一定の検討を加えた
い。
　DN-CASが依拠するのは，旧ソ連の心理学
者であったLuria（e.g., Luria, 1973）の考え方
を心理測定の領域に応用したカナダのDasらが
提唱したPASS理論である（e.g., Das, Kirby, 
and Jarman, 1979; Das, Naglieri, and Kirby, 
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1994）。この理論では，人間の認知機能は，プ
ランニング（Planning），注意（Attention），
同時処理（Simultaneous processing），継次処
理（Successive processing）の４つの重要な活
動に基づいており，これらが個人の知識基盤を
変化させるという考えを提案している。
　Naglieri and Das （1997） によると，プラン
ニングとは，「個人が問題解決の方法を決定し，
選択し，適用し，評価する心的過程（mental 
process）である（邦訳 p.2）」。DN-CASにお
いてプランニングを測定するために開発された
下位検査は，「数の対探し」，「文字の変換」お
よび「系列つなぎ」の３つである。これらの下
位検査は，以下の諸点を子どもに求めるもので
ある。
　　・活動のプランを作ること
　　・プランを適用すること
　　・ 当初の目標に沿った活動かどうか検証す
ること
　　・必要に応じてプランを修正すること
　言い換えれば，課題で求められることは，単
にプランを立てるだけではなく，その有効性を
モニターし，課題の要求に応じて，前に立てた
プランを見直したり，別のプランを作り出した
りすることまでが含まれるのである。
　こうしたプランニングの能力は，幼児期の終
わり頃から獲得され始めるものであると考えら
れる（e.g., 近藤, 1989；竹内, 1986；Takeuchi, 
1987）。実際，日本版DN-CASの適用年齢の下
限は５歳０ヶ月である。
　DN-CAS日本版の『理論と解釈のためのハ
ンドブック』では，各下位検査の素点の年齢変
化についての記載があるが，本稿の主題である
９，10歳頃に，プランニングの下位検査で大き
な発達的変化があることを示すデータは見られ
ない。９歳以降で，能力の伸張を示す比較的大
きな素点の変化が見られるが，それは，特にプ
ランニングの下位検査に限らず，注意や同時処
理，継次処理でも見られるものである（同書
p.40-41参照）。
　それに対して，プランニングの下位検査に関
わる方略使用の年齢的変化については，興味深
いものがある。自己報告による方略使用では，
９，10歳頃に目立った変化は見られないが，観
察による方略使用は，９歳ないし10歳で減少す
る傾向が見られるのである。観察によって認め
られる方略とは，課題遂行時に「指を置いた」
とか「声に出して唱えた」といった，外的に表
現される方略である。これはあくまで推測に過
ぎないが，外から観察可能な発語を含む身体動
作的な方略が鳴りをひそめ内面化（心内化）す
る傾向を強めるのが９，10歳頃なのかもしれな
い。
　ちなみに，同書ではプランニングを伸ばすた
めの指導に関する研究が紹介されているが，そ
の要点として，問題解決のために用いた方略や
方略使用の改善方法について意識化・言語化す
ることが強調されている（同書 p.83-86参照）。
これらのことから，自らの問題解決過程を意識
化できるようになるという点に，９，10歳頃の
認知発達の焦点の一つがあるのではないかと考
えられる。
４．発達理論と９，10歳
　ここでは，田中とヴィゴツキーのそれぞれの
発達理論を手がかりにして，９，10歳の発達の
節目の問題を考えたい。
　まず，９，10歳に発達の質的転換期を位置づ
けている可逆操作の高次化における階層－段階
理論（e.g., 田中, 1980；1987）を取り上げてみ
よう。　階層－段階理論によれば，９，10歳と
いう年齢時期は，次元可逆操作の階層から変換
可逆操作の階層への飛躍的移行の時期とされ
る。その際，「発達の各連関において，変換移
行次元可逆対操作をみることができる。すなわ
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ち，下部連関においては可逆対運動や可逆対表
現が，基本連関においては可逆対保存が，上部
連関においては可逆対算法が，さらに散逸連関
に可逆対評価がある。そしてそれらを統合する
集団的自己が発生するとみられる（田中, 1987, 
p.140）」とまとめられている。
　この時期の階層間の移行にいたる生後第３の
新しい発達の原動力の発生は，通常５歳半頃の
３次元形成期にみられると考えられている。「書
きことばに例示される新しい交流の手段を伴っ
た生後第3の新しい発達の原動力が，次元対称
性における外への発達的破れとして対発生して
いく。それはまた，発達的基礎となった３次元
の形成を拡げていく（田中, 1987, p.139）」。
　わかりやすく言い換えれば，９，10歳頃に見
られる発達の質的転換をもたらす原動力は，通
常５歳半ば頃に位置する３次元形成期に，生理
的基礎と社会的諸関係において発生すると考え
られている。
　この理論では，具体的・視覚的なイメージを
持たない関係理解の様式である「反省的思考」
が通常の発達では５歳半頃（３次元形成期）か
ら始まるとされるが，前述したように，この時
期はまた，次の変換可逆操作を乗り越える発達
の原動力が発生する時期と位置づけられてい
る。そこでは，「書き言葉を中心とした新しい
交流の手段」が「準備」され始め，つぎの階層
の移行期である９，10歳頃に獲得されると考え
られている。
　他者との関係並びに人格発達の領域でみる
と，５歳半ば以降，「相互性の方法」を用いて
個人間の等価性を成立させることが可能にな
り，それが９，10歳頃には，個人相互の関係に
おける相互性操作が成立し,「相互性の方法」
が「関係の相互性」へと変換され，「相互性の
原理」が個人相互の関係における実践の原理と
して認識されるようになる。こうした過程を経
て，「集団的自己」が誕生すると捉えられている。
　９，10歳頃の発達の質的転換期に関する階層
－段階理論による説明は，この時期の発達理解
にとって多くの示唆を含んでいることは確かで
ある。しかし，階層－段階理論と学童期以降の
自閉症の発達とを関連づけた検討には，まだあ
まり手がつけられていないように思われる。例
えば前述した自閉症者の発達，特に高機能自閉
症者の発達を考える場合には，９，10歳頃の節
目の問題と関わって，検討すべき多くの課題が
含まれているだろう。具体的には，例えば，５
年生頃に学年相応の学業成績をおさめ，「心の
理論」を曲がりなりにも獲得できた高機能自閉
症者は，変換可逆操作の階層に移行することが
できたと捉えられるのであろうか。そうした高
機能自閉症者（あるいはアスペルガー障害者）
であっても，様々な認知的問題解決の困難を抱
えていることが多く，対人関係での困難やトラ
ブルにも遭遇しやすい。
　今日における自閉症の発達研究では，自閉症
児の発達過程は定型発達児とは異質なものであ
ると捉える見方が主流である。自閉症の臨床像
を浮かび上がらせる点では，異質性を強調した
発達観は有効だと言ってよい。他方，感情体験
という点では，自閉症児と定型発達児の間に質
的な違いはないという指摘もある（e.g., 杉山, 
2000）。個人差をともなう心理的メカニズムを
発達の過程にどのように位置づけるかは，難し
い問題ではあるが，今日，学童期から思春期に
かけての発達上の問題が様々に指摘されている
中で，理論的な課題としても検討に値するもの
と言えるだろう。
　さて次に，ヴィゴツキーの発達理論との関わ
りから，９，10歳頃の発達の節目の問題につい
て検討を加えたい。ヴィゴツキーの場合，発達
における年齢区分では，９，10歳頃は，大きな
転換点とは位置づけられていない。発達の節目
となる年齢，彼の言葉で言えば危機的年齢は，
新生児，１歳，３歳，７歳，13歳，17歳であり，
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９，10歳はどちらかと言えば安定した時期に位
置づけられているようである（ヴィゴツキー, 
1984）。
　むしろここで取り上げたいのは，こうした年
齢区分ではなく，発達における新形成物とヴィ
ゴツキーが呼ぶところの問題である。中村
（2004）によれば，発達の最近接領域（ヴィゴ
ツキー, 1935）の考え方は，発達に対する一般
的な教育の主導性を表現したものというより
は，むしろ，学校教育における科学的概念の発
達に対する科学的知識の教授の主導性という点
に，主眼があるものとされる。そして，教育に
よって先導された科学的概念の発達は，学習内
容の獲得それ自体に価値があると同時に，学齢
期に二つの新形成物をもたらすという点に大き
な意義があると考えられるのである。その新形
成物とは，意識における自覚性と随意性であり，
この二つのモメントは，学齢期に形成されるす
べての高次心理機能の基本的特徴であると言っ
てよいものである。
　言い換えれば，科学的概念の発達によって，
子どもは概念自身の自覚と自由な支配（随意的
な使用）が可能となるが，さらにそのことは，
子ども自身の心理過程そのものの自覚と自由な
支配を可能にするものなのである。
　さてここで，自覚性・随意性の獲得を自閉症
児の発達との関連から若干考察しておきたい。
おそらく，自閉症児が「心の理論」を獲得しう
る場合，自覚性が関与していると考えて差し支
えないだろう。自らの心内操作を自覚化できる
能力は，他者の心的内容を推測することにも適
用できるはずである。ヴィゴツキー自身は，自
覚性や随意性が本格的に働くのは思春期以降と
捉えていたようであるが，それらの新形成物は，
科学的概念の獲得と並行して徐々に生成してい
くものでもあると考えられることから，そうし
た機能が働き始める時期を，おおよそ９，10歳
頃と想定してかまわないのではないだろうか。
そう考えれば，Happéの示唆した，自閉症児が
「心の理論」を獲得する言語知能の精神年齢が
平均して９歳２ヶ月であるというデータとも符
合するように思われる。
　ヴィゴツキーの内言概念に関する中村（2004）
の指摘もまた，学齢期・思春期の発達を考える
上で，示唆に富むものだと言えるだろう。内言
は，豊かな意味の世界を子どもの内面に作り上
げる。内言は，単に外的な言語を内面化したも
のではなく，自分にとって分かっていることは
省略され，本質的な部分だけが残る。他方，内
言は意味を保持しており、その存在形態は，イ
メージ的なものと考えられている。内言が発達
するにつれて，豊かな内的世界を形成する可能
性は増大する。思春期以降の内的世界の充実は，
こうした内言によるところが大きいと言えるだ
ろう。
　自閉症児は，思春期の入り口前後にファンタ
ジーへの没頭が生じやすいと言われているが
（杉山, 2000），そのこと自体は精神世界の発達
の現れともいえるものであろう。しかし，その
ような内的世界のある意味での豊かさは，外に
表現される回路を持つことで，対人関係の中で
の位置づけが得られ，さらに豊かな意味の世界
を織りなすことに向かいうるのではないか。そ
う考えると，話し言葉においても書き言葉にお
いても，内的な意味の世界を表現する機会を持
てること，また，そのことで他者とコミュニケ
ーションを深めることが出来ることが重要であ
ろう。このことは，自閉症の療育に関わる課題
であると同時に，学童期の教育一般にとっても
重要な課題なのではないだろうか。
５．まとめ
　この小論では，自閉症児の発達的特徴，知能
の心理測定的研究，そして発達理論の３つの切
り口から，学童期における認知発達に関わる諸
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問題を，特に９，10歳頃の発達の節目に焦点を
当てて論じた。ここでは，どのような研究課題
があるかを述べることで，まとめとしたい。
　まず一つは，９，10歳頃の発達の質的転換と
それ以前の発達との関連である。可逆操作の高
次化における階層－段階理論では，５歳半ば頃
に９，10歳頃の節目を乗り越える発達の原動力
が生成することが明解に述べられているが，知
能の心理測定的研究においても幼児期終わり頃
に計画性（プランニング）の基礎が形成され始
めると見ることができるであろうし，学校教育
の開始や書き言葉の習得の開始なども，視野に
入れるべきであろう。どのような先行諸条件，
諸要因が，９，10歳頃の節目を乗り越える力を
もたらすのかは，重要な研究課題であるだけで
なく，その解明は実践的にも重要な示唆を与え
るものとなるだろう。また，９，10歳の質的転
換を乗り越えた認知発達の実相を理論的に整理
することも課題として付け加えておくべきであ
ろう。それには，ヴィゴツキーの指摘する自覚
性と随意性の獲得が手がかりとなるように思わ
れる。
　もう一つの課題は，特定の発達障害との関連
での，９，10歳頃の発達の節目の問題の解明で
ある。とりわけ，自閉症児におけるこの時期の
発達の質的転換をもたらす諸条件の解明は，重
要な研究課題と言ってよい。その際，自閉症独
自の発達プロセスを踏まえることの重要性と，
発達の普遍的なプロセスの中での自閉症の発達
の位置づけという，二つの面からの把握が重要
であるように思われる。独自性という点では，
例えば，すでに多くの研究者や実践家が指摘し
ているように，自閉症は「心の理論」が欠如し
た障害と捉えるべきではなく，他者の心を理解
することに，通常とはいささか異なる筋道から
アプローチするようになるのだと考えるべきで
あろう。発達における機能連関のシークエンス
には，自閉症の独自性が表れていると捉えられ
よう。他方，身近な人と愛着を形成することに
よって心理的に安定したり，他者とコミュニケ
ーションを持ちたいという欲求を持つなどの，
他者との関係性の中での感情のメカニズムの基
本は，定型発達児と変わらない。通常であれば
乳幼児期に獲得されるべき共同注意や情動の共
有に困難を残しつつも，人間らしく生きていく
ために保障すべき諸課題には，普遍性があるよ
うに思われるのである。
　最後になるが，認知発達と人格発達の関連で
９，10歳頃の発達の節目の問題を解明すること
も，重要な課題であるように思われる。内面の
充実ということを論じる上では，ヴィゴツキー
の内言論には学ぶべきものが多く残されている
ように思われる。
　また，今回あまり触れることはできなかった
が，発達障害児への支援のあり方として，子ど
もの自己を育てるという方向が模索され，実践
がなされてきている（e.g., 田中・都筑・別府・
小島， 2007）。９，10歳頃は，まさに自己が自
覚され，意識的に対象化されるようになる時期
であるだけに，認知発達への支援と関連づけな
がら，この問題を整理することも重要な研究課
題かつ実践的課題となると言ってよいだろう。
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